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　巻頭言には，若手の先生へのメッセージが込められていることが多い。今月号は鳥居秀嗣
先生が「皮膚科のなかでの専門を持とう」と若手の先生方に呼びかけている。また，安部正
敏先生の憧鉄雑感も日本皮膚科学会サマースクールを扱っている。医局ラウンジでは，山形
大学の温かく，働きやすい医局で若手の先生方がのびのびと過ごしている様子がうかがえ
る。若い先生方の参考になるかどうかわからないが，私の現在までの過程を伝えて，編集後
記とする。
　私は平成元年，初期研修の制度は未だなく，直接皮膚科に入局した。巻頭言の鳥居秀嗣先
生とは同期である。皆が専門を決めるなか，私は白斑の専門外来に入った。卒後 4年目に留
学し，創傷治癒に関連する細胞成長因子の発現制御の研究をした。帰国後，留学時の約束で
1年半関東逓信病院（現・NTT東日本関東病院）に出向し，臨床に専念した。大学に戻り医
局長を務めながら，留学先での仕事で学位をとり，11年目で女子医大に異動し，痤瘡に取り
組むことになった。11年お世話になった後，縁あって虎の門病院に奉職した。
　色々な仕事をさせていただいたが，自分にとって無駄なことはなかったように思う。今の
私を支えているのは，基礎研究や臨床研究に触れたことで科学的な思考が身についたこと
と，痤瘡という専門分野があることである。痤瘡に取り組むきっかけは，関東逓信病院の原
田昭太郎先生と女子医大の川島眞名誉教授の示唆だった。皮膚科の臨床の編集委員に選ばれ
たのは，前任の大原國章先生が編集委員であっためぐりあわせと思っている。与えられた場
所でベストを尽くしていたつもりであるが，恩師に恵まれて色々なチャンスを与えられたこ
とが大きい。
　「皮膚科のなかでの専門を持とう」は，乾癬やアトピー性皮膚炎のようなメジャーな疾患
だけではなく，注目されていない分野でも良いと思う。医療が急速に発展しているなかで，
日本皮膚科学会は優秀な先生を勧誘し，学会での教育システムを充実させている。その結
果，優秀な若手の先生が増えている。その先生方が活躍して，これからの皮膚科を大きく発
展させてくれることを期待している。
 （林　伸和）
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